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金属ナノ微粒子によるプラズモニックナノ-マイクロ構造[1]は回折限界を超えたナノスケールで

の光場を制御しうる手段として注目を集めている。これらを利用したメタマテリアル、プラズモ

ン結晶などの新奇デバイス[2]は負屈折率、クローキングなどのユニークで多様な現象を示す。ま

た、表面増強ラマン分光法など医療、バイオ分野への応用もなされている。 

光渦[3]は螺旋状の波面に由来する軌道角運動量 ℓと円環上の空間強度分布を持つ光波の総称であ

る。近年、レーザー誘起前方転写法の励起光源に光渦を適用することで、ドナー液膜がマイクロ

メートルスケールの極細ジェットとなり自転しながら飛翔するスピンジェット現象を発見した[4]。

このスピンジェットに立脚するパターニング法をわれわれは光渦レーザー誘起前方転写法

(OV-LIFT)と呼んでいる。 

本研究では、OV-LIFT によって回折限界を超えた単一金属ナノ微粒子のパターニングに成功した

ので報告する。波長 532 nm、パルス幅 3ns、パルスエネルギー~70 µJの可視ナノ秒光渦パルスレ

ーザーを光源として使用した。また、ドナー物質として金ナノ微粒子分散液(微粒子径~150 nm)を

使用した。光渦照射により、直径 30 µmの単一液滴を形成し、0.6 mm離れたレシーバー基板に転

写した。形成されたドットを光学顕微鏡で観察したところ、金ナノ粒子は光渦の特異点部分に 1

点のみ存在しており、円環強度領域には全く存在しないことが明らかとなった。 

本研究は、光渦の軌道角運動量による飛翔液滴の内部構造の秩序化という全く新しい物理現象を

示すとともに、技術的に STMや光トラッピングより簡単でかつ自由度の高い、単一ナノ粒子の配

置を実現する。 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 (a)パターニングのダイナミクス (b)ドットの SEM像 
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